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在宅歯科訪問薬剤師

歯科衛生士

訪問看護師

管理栄養士

ケアマネジャー

地域の方々、民生委員

在宅医

病　院 入院中の方はまず病院
の医療相談室に相談を

訪問リハビリスタッフ
（理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士等）

介護サービス事業者等
（ホームヘルパー等）

中野区
地域支えあい推進室を
中心に各機関が連携します

在宅療養相談窓口

すこやか福祉センター

地域包括支援センター

地域の多様なサービス
（社会福祉協議会、ボランティア等）

　Ｙさんの事例を通して、在宅療養を支えるネットワーク
を紹介します。Ｙさんは、平成21年にＡＬＳ（筋萎縮性側索
硬化症）と診断されました。
　現在、自力で体を動かすことや話すことはできません。
家族と医師、看護師、介護の専門職員らが協力して、自宅
での療養を支えています。
　チームとして連携している
みなさんに、それぞれの役割
や在宅療養についての思い
などをお聞きしました。

妻　Ｆさん（大和町在住）
地域の方やヘルパーさんなど
みんなに支えられて
　夫とヘルパーさんなどとの関係をうま
く取り持ったり、普段の世話をするのが
私の役割。地域の方に時にはぐちを聞
いてもらうこともあり、本当に良くしても
らっています。無理せず一人で抱え込ま
ないことが大切だと思います。

チームの黒子として、
療養者の話をじっくり聞く
　Ｙさんのケアプランの作成やサービス
の調整をしています。チームの黒子とし
て必要に応じてチーム員を集め、話し合
いも。在宅療養では同じ人が長く関わる
ので、自分の考えを押し付けず時間を
かけて話を聞き、信頼関係を築くよう心
がけています。本人や家族の表情が明
るくなると、私も嬉しくなります。

訪問看護師　会田さん
(ひよこ訪問看護ステーション)
ヘルパーさんとノートを通し情報共有
　本人が望む生活を送れるよう、療養環
境を整え体調を安定させるには、チーム
の協力が不可欠です。ヘルパーさんとはＹさん宅のノート
を通じて情報を共有し、対応を相談。状態の急変など、
必要に応じて医師やケアマネジャーに連絡します。
　少し人の力を借りて、普段の「くらし」を続けるのが在
宅療養。難しく考えず、困ったらまずは、地域包括支援セ
ンターやすこやか福祉センターに相談してみてください。

☆すこやか福祉センター、地域包括支援センターの所在地などについて詳しくは、
区　をご覧になるか、上記在宅療養相談窓口へ問い合わせを

ケアマネジャー　浅津さん
(在宅介護センター・アスモ)佐藤さんの

ケアを受けるＹさん▶

すこやか福祉センター
（区内4か所）

　子どもや高齢者、障害者など、
誰もが住み慣れた地域で安心し
て自立した暮らしができるように
支援する地域の拠点施設。ワン
ストップの総合相談窓口で、一人
ひとりの抱える問題を解決するた
め、関係機関と調整し、支援のネッ
トワークを築きます。

地域包括支援センター
（区内8か所）

　保健福祉・介護の専門スタッフ
が、高齢者の介護予防や介護・医
療などに関する相談、支援を行い
ます。

電話で気軽に相談できます

在宅医　渡辺さん
（のがたクリニック）
本人や家族の希望を大切にします
　Ｙさんのお宅に、週１回訪問診療に行っ
ています。病状の急変があれば、訪問看
護師と連携し、本人や家族の希望に沿った
対応をするのが在宅医の役割です。
　在宅療養の良さは、趣味や好きなことが
自由にでき、家族や友人と過ごせること。
家族も「本人がしたいことを尊重してあげ
られた」と達成感を得ることができます。

在宅療養講演会
「いつまでも美味しく食べる
～生活に役立つ管理栄養士の話～」
　食事は命をつなぐエネルギー源だけでなく、
生活の豊かさや生きる意欲の源でもあります。
自宅で療養している方の栄養や調理の工夫な
どについて話を聞きます。

トピックス

日時 12月15日（土）
午後2時～4時

中野区医師会館
（中野2－27－17）

☆駐車場・自転車駐車場はありません

会場

講師 田中弥生氏
（関東学院大学教授）

11月21日～12月14日に電話か、住所、
氏名とふりがな、電話番号、一時保育希
望の方はお子さんの氏名とふりがな、月
年齢、手話通訳希望の方はその旨を記入
して電子メール　 houkatukea@city.
tokyo-nakano.lg.jp、ファクシミリまた
は直接、在宅医療介護連携推進担当へ。
先着90人

☆一時保育（先着5人）・手話通訳希望の方は
12月7日までにあわせて申し込みを

申込み

お　 い

くろ  こ
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薬    局
在 宅 療 養 を 支 え る

ネ ッ ト ワ ー ク

在宅療養相談窓口
(中野区役所)
 専用電話 ☎（３２２８）５７８５
  ＦＡＸ（３２２８）８７１６
☆相談時間は平日午前８時半～午後５時
　在宅での療養生活について、専門の相
談員が対応します。相談内容に応じて、
必要な情報の提供や、医療や介護への橋
渡しをします。

例えばこんな相談
● 病院から退院が決まったけれど、
　どうしたらよいかわからない
● 自宅で家族を看取りたい

Ｙ さ ん を 支 え る
在 宅 療 養 チ ー ム

ホームヘルパー　佐藤さん
（たんぽぽ介護）
声掛けしながら手を当て
介護します

　ヘルパーとして8年間Ｙさんのケアに関わってい
ます。たんの吸引も大事な仕事です。家族と一緒
に、住み慣れた家で生活を送れるのが在宅療養の
良さ。声掛けしながら手を当て介護をすると、Ｙさ
んの体と心が安らぐのを感じます。
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